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2005年夏の打ち上げを目指して現在開発が進められ
ている Solar-B衛星は、太陽光球の磁場を高い空間分解
能で高精度に観測する可視光望遠鏡 (SOT)、ダイナミッ
クな高温コロナを撮像する X線望遠鏡 (XRT)、遷移領
域からコロナにかけてのプラズマの速度場を観測する

EUV撮像分光装置 (EIS)の３つの望遠鏡を搭載し、コ
ロナの加熱に代表される光球磁場 (エネルギー源)とコ
ロナ (散逸機構)のカップリングを解明することを主目的
としている。これらの観測装置群がもたらす、0.2秒角
のベクトル磁場マップ、1秒角の高温 (2 >MK)コロナの
画像、コロナの高精度速度場マップは、どれ一つをとっ

ても世界初であり、複数データの相乗効果と相まって、

大きな成果が期待される。同種のミッションが同時期お

よび近い将来にないことから、唯一の本格的軌道太陽天

文台として、世界中から大きな期待が寄せられている。

図:2 Solar-B軌道上想像図

これら最先端の観測装置は、日本 (ISAS/NAO)、米国
(NASA)、英国 (PPARC)の総力を結集して、共同で開
発が進められている。搭載望遠鏡のうち、可視光望遠鏡

は、装置の規模が格段に大きく、口径 50cmの望遠鏡部
(OTA)、観測装置制御は日本、焦点面観測装置 (FPP)は
NASAの担当である。X線望遠鏡は、光学系および光学

ベンチをNASAが、X線 CCDカメラ、観測機制御装置
を日本が担当している。EUV撮像分光装置は、英米を中
心として製作されている。このうち、国立天文台は、可

視光望遠鏡の責任担当である他、X線 CCDカメラの開
発を宇宙科学研究所と共同して担当し、外国グループと

密接に協力して各望遠鏡とその衛星のインターフェース

の設計や試験、心臓部であるミッションデータプロセッ

サの開発など、Solar-B衛星開発のあらゆる面に携わっ
ている。

厳しい重量、サイズ、コスト、開発期間の制約、過酷

な振動衝撃環境のもとで、3つの大型望遠鏡を搭載する
ために、あらゆる検討が重ねられた。その結果、2002年
5月には、構造モデル衛星が完成した。構造モデルとは、
打ち上げ時の振動衝撃に衛星および観測機器が耐えら

れるかを実験的に検証するための実機モデルであるが、

Solar-Bの場合のそのフィデリテーは大変高く、フライ
ト品と変わらない。図 1は、宇宙科学研究所の振動試験
設備に据え付けられた Solar-B衛星である。
中央下部の四角い箱が、バス部と呼ばれる衛星の共通

計器 (姿勢制御装置などのエレクトロニクス装置)を収容
する箱である。側面には、太陽電池パネルが２翼実装さ

れ、軌道上で片翼 4.5mに展開される (図 2)。バス部の
上には、直径 1m高さ約 1mの円筒形状の低膨張 CFRP
製の光学ベンチユニット (OBU)が乗っている。可視光
望遠鏡は、円筒の内部に収容されている。焦点面観測装

置は、箱型形状の装置で光学ベンチの外側にマウントさ

れている。2 つの X線、極端紫外線観測装置も光学ベ
ンチにマウントされているが、全長が非常に長く 3m近
くあるため、バス部側面、衛星最下部まで突き出してい

る。大きさ、形状の異なる 4つの観測装置が、非常に限
られたリソースのもと、円筒形光学ベンチの採用により

コンパクトに収容されているが、衛星全体の大きさは、

1.5m×1.5m×3.8mあり、日本の科学衛星としては最大



規模である。

可視光望遠鏡の開発の状況については、研究ハイライ

トの末松、永田他の記事を参照いただくとして、本稿で

はX線望遠鏡の状況について述べる。X線カメラの熱・
構造試験モデルを図 3に示す。2k×2kの裏面照射 X線
CCDは、宇宙への放射冷却のみで −45◦C ∼ −70◦Cに
冷却され、カメラは、望遠鏡の大型化 (全長 3m)に起因
する焦点位置の移動や、観測視野に最適化されたフォー

カス位置調整に対応するため、冷却された CCDの位置
を ±1mm移動できる機能を持つ。国立天文台は、X 線
カメラの較正試験を担当しており、これまで天文機器開

発実験センターに設置した中型真空槽と X線モノクロ
メーターによる CCDカメラの評価試験を行ってきた。
今後、2003年 3月完成を目指して、フライト品カメラ
の製作試験が、天文機器開発実験センターにて急ピッチ

で行われることになる。完成したカメラは米国へ輸送さ

れ、NASAで望遠鏡本体と結合される。各種試験ののち
日本に輸送され、2004 年 1月頃には SOLAR-B衛星に
組み込まれることになる。

図 3: X線カメラの熱・構造試験モデル

またEISの検出器 (CCD)と凹面回折格子はそれぞれ、
英米で開発が進んでいるが、結像性能・感度の向上には、

日本の技術も貢献している。

衛星全体の試験としては、現在おこなわれている機

械環境試験に続いて 2002年 10 月から熱真空試験が予
定されている。2003年 4月には、早くも可視光望遠鏡
のフライトモデルの最終組立に入る。ここからの可視

光望遠鏡の開発作業は、国立天文台に建設される高度

環境試験棟の大型クリーンルームにて行う予定である。

その後、2004年 1月からの１次噛み合せ試験、総合試
験をへて、Solar-B衛星は 2005 年夏に打ち上げとなる。

図:1宇宙科学研究所の振動試験設備に据え付けられた Solar-B

構造試験モデル


